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ミニトマト編
※農薬の使用はラベルの記載に従ってください。

農薬の使用回数は限られているため、マルハナバチ導入前はハチへの影響日数の
長い農薬を使用し、影響日数の短い農薬は後にまわしましょう。

葉かび病・すすかび病・コナジラミ類対策
ハチへの影響日数の長い薬剤を使用しています

葉かび病・すすかび病を出さないためには
薬剤の予防散布が重要です！
どちらの病気も潜伏期間が約2週間あり、
「症状が出ていない＝感染していない」
ではありません。症状が出てからでは遅い
ので、予防を心掛けてください。

バイオタイプQに有効とされる薬剤

葉かび病、すすかび病は共に多湿条件下で発病しやすい
特徴があります。換気が不十分な場所や摘葉の枚数等を

再度確認し、適切な対策を打ちましょう！

トマト黄化葉巻病はTYLCVというウイルス
による病気で、タバココナジラミ

(バイオタイプB,Q)によって媒介されます。

●ｱﾙﾊﾞﾘﾝ顆粒水溶剤
●ｺﾛﾏｲﾄ乳剤
●ﾍﾞｽﾄｶﾞｰﾄﾞ水溶剤
●ｸﾘｱｻﾞｰﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ
●ﾀﾞﾆﾄﾛﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ

●ﾃﾞｨｱﾅSC
●ｺﾙﾄ顆粒水和剤
●ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾑﾌﾛｱﾌﾞﾙ1000倍

●ﾓﾍﾞﾝﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ
●ﾌｰﾓﾝ など

アルバリン顆粒水溶剤
2,000～3,000倍 前日/2回

ﾊﾁ14日 ﾌﾞﾗｯｸは22日 ※回数注意
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類

すすかび病・葉かび病
うどんこ病・疫病
炭疽病・輪紋病

灰色かび病・斑点病

【予】ダコニール1000
1,000倍 前日/2回 ※回数注意

コルト顆粒水和剤
4,000倍 前日/3回 ﾊﾁ7日ｺﾅｼﾞﾗﾐ類・ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

すすかび病・葉かび病・斑点病
うどんこ病・菌核病・灰色かび病

【予】アフェットフロアブル
2,000～4,000倍 前日/3回

※うどんこ病以外は2,000倍 ※回数注意

ベストガード水溶剤
1,000倍～2,000倍 前日/3回 ﾊﾁ10日以上

【予】ベルクートフロアブル
4,000倍 前日/2回

※回数注意

葉かび病
すすかび病
斑点病

うどんこ病
灰色かび病

トランスフォームフロアブル
1,000～2,000倍 前日/2回 ﾊﾁ2～5日

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類・ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
※ｱﾌﾞﾗﾑｼ類は2,000倍

すすかび病・葉かび病
※すすかび病は3,000倍

【予・治】トリフミン水和剤
3,000～5,000倍 前日/5回 ※ﾊﾁ1日 回数注意

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類
ｱｻﾞﾐｳﾏ類

今月のおすすめ資材

優れた展着性と浸透性！ｸﾞﾘｼﾝﾍﾞﾀｲﾝ新配合！
尻腐れ果対策にも！

1,000倍 葉面散布
※混用にご注意ください 詳細は担当まで肥料登録:生第83188号

0-29-19

肥料登録:輸第13355号

発根・花芽分化・着果(花)の向上！
作物の免疫力・リン酸吸収力UP！

1,000～2,000倍 葉面散布

0.5～1L/10a/回 潅注


